
JP 5951808 B2 2016.7.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信のための装置であって、
　受信機のためのＬＯ周波数で第１の局部発振器（ＬＯ）信号を生成するために使用され
る第１の発振器信号を生成するように構成された第１の周波数合成器と、
　送信機のための前記ＬＯ周波数で第２のＬＯ信号を生成するために使用される第２の発
振器信号を生成するように構成された第２の周波数合成器と、
　を備え、
　ここにおいて、前記第１および第２の周波数合成器は、前記装置が時分割モードで動作
している場合、同じＬＯ周波数で前記第１および第２のＬＯ信号を得るために前記第１お
よび第２の発振器信号を生成するように構成され、前記第１および第２の周波数合成器の
少なくとも１つは、データ・スロットのミッドアンブル内で有効にされ、前記データ・ス
ロットの他の部分で使用される変調の速度より低い速度が使用される、
　装置。
【請求項２】
　前記時分割モードにおいて、前記受信機は第１の時間間隔の間、有効にされ、前記送信
機は第２の時間間隔の間、有効にされる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記時分割モードは、時分割複信（ＴＤＤ）モードおよび時間分割同期コード分割多元
接続（ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ）モードのいずれかである、請求項１に記載の装置。
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【請求項４】
　前記ＴＤＤモードは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＴＤＤモードであ
る、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１および第２の周波数合成器は、同じ発振器周波数で前記第１および第２の発振
器信号を生成するように構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の周波数合成器は、第１の発振器周波数で前記第１の発振器信号を生成するよ
うに構成され、前記第２の周波数合成器は、前記第１の発振器周波数とは異なる第２の発
振器周波数で前記第２の発振器信号を生成するように構成された、請求項１に記載の装置
。
【請求項７】
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の整数倍で、前記第２の発振器周波数は前記
ＬＯ周波数の非整数倍である、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の非整数倍で、前記第２の発振器周波数は前
記ＬＯ周波数の整数倍である、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１の周波数合成器は、前記受信機が有効にされる前に有効にされ、前記受信機が
無効にされる時または後に無効にされ、前記第２の周波数合成器は、前記送信機が有効に
される前に有効にされ、前記送信機が無効にされる時または後に無効にされる、請求項１
に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１および第２の周波数合成器は、前記受信機が有効にされる前に有効にされ、前
記第１の周波数合成器は、前記受信機が無効にされる時または後に無効にされ、前記第２
の周波数合成器は、前記送信機が無効にされる時または後に無効にされる、請求項１に記
載の装置。
【請求項１１】
　前記第１および第２の周波数合成器は、前記送信機が有効にされる前に有効にされる、
請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第１および第２の周波数合成器は、前記受信機が有効にされる前に、有効にされ、
前記受信機が無効にされる時または後に無効にされる、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１および第２の周波数合成器は、前記送信機が有効にされる前に、有効にされ、
前記第１および第２の周波数合成器は、前記送信機が無効にされる時または後に無効にさ
れる、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の周波数合成器は、前記受信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数
で前記第１の発振器信号を、および前記送信機が有効にされる場合、前記ターゲット発信
器周波数からずれたものを生成するように構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１の周波数合成器は、位相同期ループ（ＰＬＬ）を備え、前記ターゲット発信器
周波数からの前記ずれは前記ＰＬＬ内の周波数分周器比を変更することによって得られる
、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第２の周波数合成器は、前記送信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数
で前記第２の発振器信号を、および前記受信機が有効にされる場合、前記ターゲット発信
器周波数からのずれたものを生成するように構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１７】
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　局部発振器（ＬＯ）信号を生成するための方法であって、
　第１の周波数合成器により第１の発振器周波数で第１の発振器信号を生成することと、
　前記第１の発振器信号に基づき受信機のためにＬＯ周波数で第１のＬＯ信号を生成する
ことと、
　第２の周波数合成器により第２の発振器周波数で第２の発振器信号を生成し、ここにお
いて、前記第２の発振器信号の周波数は、時分割モードで動作している場合に前記第１の
発振器周波数とは異なることと、
　前記第２の発振器信号に基づき送信機のために前記ＬＯ周波数で第２のＬＯ信号を生成
することと、
　データ・スロットのミッドアンブル内で前記第１および第２の周波数合成器の少なくと
も１つを有効にすることと、
　前記データ・スロットの他の部分で使用される変調の速度より低い速度を使用すること
と、
　を備える方法。
【請求項１８】
　前記時分割モードは、時分割複信（ＴＤＤ）モードおよび時間分割同期コード分割多元
接続（ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ）モードのいずれかである、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＴＤＤモードは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＴＤＤモードであ
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＴＤＤモードの第１の時間間隔の間、前記受信機を有効にすることと、
　前記ＴＤＤモードの第２の時間間隔の間、前記送信機を有効にすることと、
　をさらに備える請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の整数倍で、前記第２の発振器周波数は前記
ＬＯ周波数の非整数倍である、請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の非整数倍で、前記第２の発振器周波数は前
記ＬＯ周波数の整数倍である、請求項１７に記載の方法。
【請求項２３】
　前記受信機が有効にされる前に前記第１の周波数合成器を有効にすることと、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の周波数合成器を無効にすることと、
　前記送信機が有効にされる前に前記第２の周波数合成器を有効にすることと、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第２の周波数合成器を無効にすることと、
　をさらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２４】
　前記受信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にすることと
、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の周波数合成器を無効にすることと、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第２の周波数合成器を無効にすることと、
　をさらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２５】
　前記送信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にすることを
さらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２６】
　前記受信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にすることと
、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１および第２の周波数合成器を無効にす
ることと、
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　をさらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２７】
　前記送信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にすることと
、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第１および第２の周波数合成器を無効にす
ることと、
　をさらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２８】
　前記第１の発振器信号の生成は、
　前記受信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数で前記第１の発振器信号を生
成することと、
　前記送信機が有効にされる場合、前記ターゲット発信器周波数からずれたところで前記
第１の発振器信号を生成することと、
　を備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２９】
　無線通信のための装置であって、
　第１の発振器周波数で第１の発振器信号を生成するための手段と、
　前記第１の発振器信号に基づき受信機のためにＬＯ周波数で第１の局部発振器（ＬＯ）
信号を生成するための手段と、
　時分割モードで動作している場合に前記第１の発振器周波数とは異なる第２の発振器周
波数で第２の発振器信号を生成するための手段と、
　前記第２の発振器信号に基づき送信機のために前記ＬＯ周波数で第２のＬＯ信号を生成
するための手段と、
　データ・スロットのミッドアンブル内で前記第１の発振器信号を生成するための前記手
段および前記第２の発振器信号を生成するための前記手段の少なくとも１つを有効にする
ための手段と、
　前記データ・スロットの他の部分で使用される変調の速度より低い速度を使用するため
の手段と、
　を備える装置。
【請求項３０】
　前記時分割モードは、時分割複信（ＴＤＤ）モードおよび時間分割同期コード分割多元
接続（ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ）モードのいずれかである、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記ＴＤＤモードは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＴＤＤモードであ
る、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記ＴＤＤモードの第１の時間間隔の間、前記受信機を有効にするための手段と、
　前記ＴＤＤモードの第２の時間間隔の間、前記送信機を有効にするための手段と、
　をさらに備える請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の整数倍で、前記第２の発振器周波数は前記
ＬＯ周波数の非整数倍である、請求項２９に記載の装置。
【請求項３４】
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の非整数倍で、前記第２の発振器周波数は前
記ＬＯ周波数の整数倍である、請求項２９に記載の装置。
【請求項３５】
　前記受信機が有効にされる前に前記第１の発振器信号を生成するための前記手段を有効
にするための手段と、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の発振器信号を生成するための前記手
段を無効にするための手段と、
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　前記送信機が有効にされる前に前記第２の発振器信号を生成するための前記手段を有効
にするための手段と、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第２の発振器信号を生成するための前記手
段を無効にするための手段と、
　をさらに備える請求項２９に記載の装置。
【請求項３６】
　前記受信機が有効にされる前に前記第１の発振器信号を生成するための前記手段および
前記第２の発振器信号を生成するための前記手段を有効にするための手段と、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の発振器信号を生成するための前記手
段を無効にするための手段と、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第２の発振器信号を生成するための前記手
段を無効にするための手段と、
　をさらに備える請求項２９に記載の装置。
【請求項３７】
　前記送信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にするための
手段をさらに備える請求項２９に記載の装置。
【請求項３８】
　前記受信機が有効にされる前に前記第１の発振器信号を生成するための前記手段および
前記第２の発振器信号を生成するための前記手段を有効にするための手段と、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の発振器信号を生成するための前記手
段および前記第２の発振器信号を生成するための前記手段を無効にするための手段と、
　をさらに備える請求項２９に記載の装置。
【請求項３９】
　前記送信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にするための
手段と、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第１および第２の周波数合成器を無効にす
るための手段と、
　をさらに備える請求項２９に記載の装置。
【請求項４０】
　前記第１の発振器信号を生成するための前記手段は、
　前記受信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数で前記第１の発振器信号を生
成するための手段と、
　前記送信機が有効にされる場合、前記ターゲット発信器周波数からずれたところで前記
第１の発振器信号を生成するための手段と、
　を備える請求項２９に記載の装置。
【請求項４１】
　コンピュータ読取可能な記録媒体であって、
　少なくとも１つのプロセッサーに第１の周波数合成器により第１の発振器周波数で第１
の発振器信号の生成を誘導させるためのコードで、前記第１の発振器信号は受信機のため
のＬＯ周波数で第１の局部発振器（ＬＯ）信号を生成するために使用されるコードと、
　前記少なくとも１つのプロセッサーに第２の周波数合成器により第２の発振器周波数で
第２の発振器信号の生成を誘導させるためのコードで、前記第２の発振器信号は送信機の
ための前記ＬＯ周波数で第２のＬＯ信号を生成するために使用され、ここにおいて、前記
第２の発振器信号の周波数は、時分割モードで動作している場合、前記第１の発振器周波
数とは異なる、コードと、
　少なくとも１つのプロセッサーにデータ・スロットのミッドアンブル内で前記第１およ
び第２の周波数合成器の少なくとも１つを有効にさせるためのコードと、
　少なくとも１つのプロセッサーに前記データ・スロットの他の部分で使用される変調の
速度より低い速度を使用させるためのコードと、
　を備えるコンピュータ読取可能な記録媒体。
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【請求項４２】
　前記時分割モードは、時分割複信（ＴＤＤ）モードおよび時間分割同期コード分割多元
接続（ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ）モードのいずれかである、請求項４１に記載のコンピュータ読
取可能な記録媒体。
【請求項４３】
　前記ＴＤＤモードの第１の時間間隔の間、少なくとも１つのプロセッサーに前記受信機
を有効にさせるためのコードと、
　前記ＴＤＤモードの第２の時間間隔の間、少なくとも１つのプロセッサーに前記送信機
を有効にさせるためのコードと、
　をさらに備える請求項４２に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項４４】
　前記ＴＤＤモードは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＴＤＤモードであ
る、請求項４２に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項４５】
　前記受信機が有効にされる前に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１の周波数合
成器を有効にさせるためのコードと、
　前記受信機が無効にされる時または後に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１の
周波数合成器を無効にさせるためのコードと、
　前記送信機が有効にされる前に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第２の周波数合
成器を有効にさせるためのコードと、
　前記送信機が無効にされる時または後に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第２の
周波数合成器を無効にさせるためのコードと、
　をさらに備える請求項４１に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項４６】
　前記送信機が有効にされる前に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１および第２
の周波数合成器を有効にさせるためのコードをさらに備える請求項４１に記載のコンピュ
ータ読取可能な記録媒体。
【請求項４７】
　前記送信機が有効にされる前に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１および第２
の周波数合成器を有効にさせるためのコードと、
　前記送信機が無効にされる時または後に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１お
よび第２の周波数合成器を無効にさせるためのコードと、
　をさらに備える請求項４１に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願
　[0001]本出願は、「無線装置のための周波数合成器アーキテクチャー（FREQUENCY SYNT
HESIZER ARCHITECTURE FOR A WIRELESS DEVICE）」に関し、２０１２年３月１日に出願さ
れた米国仮特許出願第６１／６０５，２８５号に関連しており、優先権を主張するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]本開示は、一般にエレクトロニクス、より詳細には、無線装置のための周波数合
成器アーキテクチャー関する。
【０００３】
　[0003]無線装置（例えば、携帯電話またはスマートフォン）は、無線通信システムで双
方向通信のためのデータを送受信することができる。無線装置には、データ送信のための
送信機およびデータ受信のための受信機を含めることができる。データ送信の場合、送信
機は変調された無線周波数（ＲＦ）信号を得るために、データで送信用局部発振器（ＬＯ
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）信号を変調し、適切な出力電力レベルを有する出力ＲＦ信号を得るために、変調された
ＲＦ信号を増幅し、アンテナを介して基地局に出力ＲＦ信号を送信することができる。デ
ータ受信の場合、受信機はアンテナを介して受信されたＲＦ信号を取得し、受信用ＬＯ信
号で受信されたＲＦ信号を増幅およびダウンコンバートし、基地局から送信されたデータ
を受信するために、ダウンコンバートされた信号を処理する。
【０００４】
　[0004]無線装置には、受信機のための受信用ＬＯ信号および送信機のための送信用ＬＯ
信号を生成するための周波数合成器を含むことができる。周波数合成器は受信機および送
信機の性能に大きな影響を有する場合がある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]時分割複信（ＴＤＤ）モードで動作する無線装置の複式周波数合成器アーキテク
チャーが本明細書で開示されている。複式周波数合成器アーキテクチャーはさらに、周波
数分割複信（ＦＤＤ）モードにも使用される場合がある。ＴＤＤの場合、ダウンリンクと
アップリンクが同じ周波数を共有し、２つの周波数合成器が、受信機と送信機のために同
じ周波数で２つのＬＯ信号を生成するために使用されうる。ＦＤＤの場合、ダウンリンク
とアップリンクで異なる周波数が割り当てられ、２つの周波数合成器が、受信機と送信機
のために異なる周波数で２つのＬＯ信号を生成するために使用されうる。
【０００６】
　[0006]例示的設計では、無線装置には、第１および第２の周波数合成器が含まれる。第
１の周波数合成器は、受信機のためにＬＯ周波数で第１の／受信用ＬＯ信号を生成するた
めに使用される、第１の発振器信号を生成する。第２の周波数合成器は、送信機のために
ＬＯ周波数で第２の／送信用ＬＯ信号を生成するために使用される、第２の発振器信号を
生成する。例えば、各発振器信号は、分周器によって周波数で分割され、対応するＬＯ信
号を得るためにバッファされうる。第１および第２の周波数合成器は、無線装置がＴＤＤ
モードで動作する場合、同じＬＯ周波数で受信用および送信用ＬＯ信号を得るために発振
器信号を生成する。第１および第２の周波数合成器は、無線装置がＦＤＤモードで動作す
る場合、異なるＬＯ周波数で受信用および送信用信号ＬＯを得るために発振器信号を生成
する。
【０００７】
　[0007]一設計では、第１および第２の周波数合成器は、ＴＤＤモードで同じ発振器周波
数の第１および第２の発振器信号を生成し、同じ周波数分周器比が、同じＬＯ周波数の受
信用および送信用ＬＯ信号を得るため、第１および第２の発振器信号で使用することがで
きる。別の設計では、第１および第２の周波数合成器は、ＴＤＤモードで異なる発振器周
波数の第１および第２の発振器信号を生成し、異なる周波数分周器比が、同じＬＯ周波数
の受信用および送信用ＬＯ信号を得るため、第１および第２の発振器信号で使用すること
ができる。
【０００８】
　[0008]一設計では、第１および第２の周波数合成器は、常時、ターゲット発信器周波数
で動作することができる。別の設計では、各周波数合成器は、（ｉ）関連受信機または送
信機が有効な場合には、ターゲット発信器周波数で動作でき、（ｉｉ）他の周波数合成器
への妨害を減らすために、関連受信機または送信機が無効の場合には、ターゲット発信器
周波数からずれて動作することができる。第１および第２の周波数合成器は、以下で記述
するように、種々のやり方で有効および無効にされうる。
【０００９】
　[0009]ＴＤＤモードで受信機および送信機のための別々の周波数合成器を使用すると、
以下で記述するように、より少ないおよび／またはより小さいバッファ、低電力消費、複
雑な信号ルーティングの緩和、向上する性能などの種々の利点を提供することができる。
【００１０】
　[0010]本開示の種々の態様および特徴は、以下で、より詳細に記述される。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0011]　図１は、異なる無線通信システムで通信可能な無線装置を示す。
【図２】[0012]　図２は、図１の無線装置のブロック図を示す。
【図３】[0013]　図３は、１つの周波数合成器を備える送受信装置のブロック図を示す。
【図４】[0014]　図４は、２つの周波数合成器を備える送受信装置のブロック図を示す。
【図５】[0015]　図５は、周波数合成器のブロック図を示す。
【図６Ａ】[0016]　図６Ａは、２つの無線システムのフレーム構造を示す。
【図６Ｂ】図６Ｂは、２つの無線システムのフレーム構造を示す。
【図７Ａ】[0017]　図７Ａは、２つの周波数合成器の４つのパワーオン・シーケンスを示
す。
【図７Ｂ】図７Ｂは、２つの周波数合成器の４つのパワーオン・シーケンスを示す。
【図７Ｃ】図７Ｃは、２つの周波数合成器の４つのパワーオン・シーケンスを示す。
【図７Ｄ】図７Ｄは、２つの周波数合成器の４つのパワーオン・シーケンスを示す。
【図８】[0018]　図８は、ＬＯ信号を生成するためのプロセスを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0019]図１は、異なる無線通信システム１２０および１２２で通信可能な無線装置１１
０を示す。無線システム１２０および１２２は、それぞれ符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）
システム、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーションズ（ＧＳＭ（
登録商標））システム、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）システム、無線ロ
ーカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）システム、または他の無線システムとするこ
とができる。例えば、無線システム１２０および１２２はＬＴＥシステムとすることがで
き、ＬＴＥ周波数分割複信（ＦＤＤ）またはＬＴＥ時分割複信（ＴＤＤ）を含めることが
できる。例として、システムはＬＴＥ　ＴＤＤシステムとすることができる。ＣＤＭＡシ
ステムでは、時間分割同期コード分割多元接続（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｎｃ
ｈｒｏｎｏｕｓ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）（Ｔ
Ｄ‐ＳＣＤＭＡ）、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、ＣＤＭＡ２０
００、またはＣＤＭＡの他の何らかのバージョンを実装することができる。ＴＤ‐ＳＣＤ
ＭＡは、ユニバーサル地上波無線接続（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　
Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）（ＵＴＲＡ）時分割複信（ＴＤＤ）１．２８Ｍｃｐｓ　オプ
ションまたは低チップ・レート（Ｌｏｗ　Ｃｈｉｐ　Ｒａｔｅ）（ＬＣＲ）とも呼ばれる
。簡単にするために、図１は、１つの基地局１３０および１つのシステム・コントローラ
ー１４０を含む無線システム１２０、ならびに１つの基地局１３２および１つのシステム
・コントローラー１４２を含む無線システム１２２を示している。一般に、各無線システ
ムには、任意の数の基地局と任意の組のネットワーク・エンティティを含めることができ
る。
【００１３】
　[0020]無線装置１１０は、ユーザー機器（ＵＥ）、モバイル・ステーション、端末、ア
クセス端末、加入者ユニット、ステーションなどとも呼ばれる場合がある。無線装置１１
０は、携帯電話、スマートフォン、タブレット、無線モデム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
携帯端末、ラップトップ・コンピュータ、スマートブック、ネットブック、コードレス・
フォン、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）ステーション、ブルートゥース装置などとする
ことができる。無線装置１１０は、無線システム１２０および／または１２２との通信が
可能である。無線装置１１０はさらに、放送局（例えば、放送局１３４）からの信号を受
信することも可能である。無線装置１１０はさらに、１または複数の全地球的航法衛星シ
ステム（ＧＮＳＳ）の衛星（例えば、衛星１５０）からの信号も受信することが可能であ
る。無線装置１１０は、ＬＴＥ、ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、Ｇ
ＳＭ、８０２．１１などの無線通信のための１または複数の無線技術をサポートすること
ができる。
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【００１４】
　[0021]無線装置１１０は、ダウンリンクおよびアップリンクを介して無線システム１２
０で、基地局１３０、１３２と通信することができる。ダウンリンク（または送信リンク
）は基地局から無線装置への通信リンクで、アップリンク（または逆方向リンク）は無線
装置から基地局への通信リンクを意味している。
【００１５】
　[0022]無線システムでは、ＴＤＤまたはＦＤＤを利用することができる。ＴＤＤの場合
、ダウンリンクとアップリンクは同じ周波数を共有し、ダウンリンク送信とアップリンク
送信は異なる時間期間の同じ周波数で送信されうる。ＦＤＤの場合、ダウンリンクとアッ
プリンクは別々の周波数が割り当てられる。ダウンリンク送信は１つの周波数で送信され
うるもので、アップリンク送信は別の周波数で送信されうる。ＴＤＤをサポートする無線
技術の一部の例は、ＬＴＥ、ＴＤＤ、ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ、ＧＳＭなどを含む。ＦＤＤをサ
ポートする無線技術の一部の例は、ＬＴＥ、ＦＤＤ、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００など
を含む。
【００１６】
　[0023]図２は、図１の無線装置１１０の例示的設計のブロック図を示す。この例示的設
計では、無線装置１１０は、アンテナ２１０と結合された送受信装置２２０、周波数合成
器２５０ａおよび２５０ｂ、およびデータ・プロセッサー／コントローラー２８０を含む
。送受信装置２２０は、多数の周波数帯、多数の無線技術などをサポートするために、多
数の（Ｋ）受信機２３０ａから２３０ｋおよび多数の（Ｋ）送信機２４０ａから２４０ｋ
を含む。
【００１７】
　[0024]図２に示された例示的設計では、各受信機２３０は、入力回路２３２、低雑音増
幅器（ＬＮＡ）２３４、および受信回路２３６を含む。データ受信の場合、アンテナ２１
０では基地局および／または例えば送信局からの信号を受信し、受信されたＲＦ信号を提
供する、そして、それはスイッチプレクサ／デュプレクサ（duplexer）２２２を通して配
線され、選択された受信機に提供される。以下の説明では、受信機２３０ａが選択された
受信機であることを想定している。受信機２３０ａ内で、受信されたＲＦ信号は入力回路
２３２ａを通過して、ＬＮＡ２３４ａに提供される。入力回路２３２ａには、受信フィル
ター、インピーダンス・マッチング回路などを含めることができる。ＬＮＡ２３４ａは入
力回路２３２ａからの受信されたＲＦ信号を増幅し、増幅されたＲＦ信号を提供する。受
信回路２３６ａは、ＲＦからベースバンドに増幅されたＲＦ信号を増幅、フィルター処理
、およびダウンコンバートし、アナログ入力信号をプロセッサー２８０に提供する。受信
回路２３６ａは、増幅器、フィルター、ミキサー、インピーダンス・マッチング回路を含
みうる。送受信装置２２０の残りの各受信機２３０も受信機２３０ａと同様の仕方で動作
しうる。
【００１８】
　[0025]図２に示された例示的設計では、各送信機２４０は、送信回路２４２ａ～ｋ、電
力増幅器（ＰＡ）２４４ａ～ｋ、および出力回路２４６ａ～ｋを含む。データ送信の場合
、データ・プロセッサー２８０は送信されるデータを処理（例えば、符号化および変調）
し、選択された送信機にアナログ出力信号を提供する。以下の説明では、送信機２４０ａ
が選択された送信機であることを想定している。送信機２４０ａ内で、送信回路２４２ａ
は、ベースバンドからＲＦにアナログ出力信号を増幅、フィルター処理、およびアップコ
ンバートし、変調されたＲＦ信号を提供する。送信回路２４２ａには、増幅器、フィルタ
ー、ミキサー、インピーダンス・マッチング回路などを含めることができる。電力増幅器
２４４ａは変調されたＲＦ信号を受信して増幅し、適切な出力電力レベルを有する増幅さ
れた信号を提供する。増幅された信号は出力回路２４６ａを通過し、スイッチプレクサ／
送受信切換器２２２を通して配線され、アンテナ２１０を介して送信される。出力回路２
４６ａには、送信フィルター、インピーダンス・マッチング回路、方向性結合器、デュプ
レクサなどを含めることができる。
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【００１９】
　[0026]周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは、受信機２３０と送信機２４０のための
ＬＯ信号を生成する。各周波数合成器２５０には、電圧制御発振器（ＶＣＯ）、位相同期
ループ（ＰＬＬ）、バッファなどを含めることができる。
【００２０】
　[0027]図２は、受信機２３０と送信機２４０の例示的設計を示している。受信機と送信
機にはさらに、フィルター、インピーダンス・マッチング回路などの、図２に示されてい
ない他の回路も含めることができる。送受信装置２２０の全部または一部は、１または複
数のアナログ集積回路（ＩＣ）、ＲＦ　ＩＣ（ＲＦＩＣ）、ミックスドシグナルＩＣ（mi
xed‐signal IC）などに実装されうる。例えば、ＬＮＡ２３４、受信回路２３６ａ～ｋ、
および送信回路２４２は、ＲＦＩＣなどとすることができる、１つの回路モジュールに実
装されうる。スイッチプレクサ／デュプレクサ２２２、入力回路２３２ａ～ｋ、出力回路
２４６ａ～ｋ、および電力増幅器２４４ａ～ｋは、ハイブリッド・モジュールとすること
ができる、別の回路モジュールに実装されうる。受信機２３０と送信機２４０の回路も他
の仕方で実装されうる。
【００２１】
　[0028]データ・プロセッサー／コントローラー２８０は、無線装置１１０のために種々
の機能を行うことができる。例えば、データ・プロセッサー２８０は受信機２３０を介し
て受信されたデータおよび送信機２４０を介して送信されたデータの処理を行うことがで
きる。コントローラー２８０は、スイッチプレクサ／デュプレクサ２２２、入力回路２３
２、ＬＮＡ２３４、受信回路２３６、送信回路２４２、電力増幅器２４４、出力回路２４
６、周波数合成器２５０、またはこれらの組み合わせの動作を制御することができる。メ
モリー２８２は、データ・プロセッサー／コントローラー２８０のプログラム・コードと
データを保存することができる。データ・プロセッサー／コントローラー２８０は、１ま
たは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）および／または他のＩＣに実装されうる。
【００２２】
　[0029]図３は、単一の周波数合成器２５０ｘによりＴＤＤをサポートする、送受信装置
２２０ａのブロック図を示す。送受信装置２２０ａは、図２の送受信装置２２０の一例示
的設計である。送受信装置２２０ａには、（ｉ）低帯域のための受信機２３０ａと送信機
２４０ａ、（ｉｉ）中帯域のための受信機２３０ｂと送信機２４０ｂ、（ｉｉｉ）高帯域
のための受信機２３０ｃと送信機２４０ｃが含まれる。各帯域では、周波数の特定の範囲
を網羅している。
【００２３】
　[0030]各受信機２３０は、受信回路２３６に結合されたＬＮＡ２３４を含む。受信回路
２３６は、バッファ３３２、周波数分周器３３４、およびダウンコンバーター３３６を含
む。低帯域の場合、バッファ３３２ａは低帯域のＶＣＯ信号を受信しバッファして、バッ
ファされたＶＣＯ信号を提供する。分周器３３４ａは、バッファされたＶＣＯ信号の周波
数をＮ分周して、低帯域のための受信用ＬＯ信号を提供し、ここで、Ｎは任意の値とする
ことができる（例えば、整数または小数値）。Ｎの値は、各受信回路２３６に対して異な
るものとすることができる。例えば、分周器３３４ａはＮ１分周されうるもので、分周器
３３４ｂはＮ２分周されうるもので、分周器３３４ｃはＮ３分周されうる。ダウンコンバ
ーター３３６は、分周器３３４ａからの受信用ＬＯ信号でＬＮＡ２３４ａからの入力ＲＦ
信号をダウンコンバートし、ダウンコンバートされた信号を提供する。受信ベースバンド
・フィルター（ＲＸ　ＢＢＦ）３３８はダウンコンバートされた信号をフィルター処理し
て、アナログ入力信号を提供する。一部の構成では、受信ベースバンド・フィルター３３
８は、ローパス・フィルター（ＬＰＦ）を含む。中帯域および高帯域のための受信回路２
３６ｂおよび２３６ｃは、低帯域のための受信回路２３６ａと同様の仕方で動作する。ベ
ースバンド・フィルター３３８は、受信回路２３６ａ、２３６ｂ、および２３６ｃの出力
と結合され、これらの受信回路２３０によって共有される。
【００２４】
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　[0031]各送信機２４０は、電力増幅器２４４に結合された送信回路２４２を含む。送信
回路２４２は、バッファ３４２、周波数分周器３４４、およびアップコンバーター３４６
を含む。送信ベースバンド・フィルター（ＴＸ　ＢＢＦ）３４０は、送信回路２４２ａ、
２４２ｂ、および２４２ｃの入力に結合され、これらの送信回路により共有されている。
一部の構成では、送信ベースバンド・フィルター３４０には、ローパス・フィルター（Ｌ
ＰＦ）が含まれる。ベースバンド・フィルター３４０はアナログ出力信号を受信しフィル
ター処理する。低帯域の場合、バッファ３４２ａは低帯域のＶＣＯ信号を受信しバッファ
して、バッファされたＶＣＯ信号を提供する。分周器３４４ａは、バッファされたＶＣＯ
信号の周波数をＮ分周し、低帯域の送信用ＬＯ信号を提供する。Ｎの値は、各送信回路２
４２に対して異なるものとすることができる。例えば、分周器３４４ａはＮ１分周されう
るもので、分周器３４４ｂはＮ２分周されうるもので、分周器３４４ｃはＮ３分周されう
る。アップコンバーター３４６ａは、分周器３４４ａからの送信用ＬＯ信号でベースバン
ド・フィルター３４０からのフィルター処理された信号をアップコンバートし、変調され
たＲＦ信号を提供する。電力増幅器２４４ａは変調されたＲＦ信号を増幅し、低帯域のた
めの増幅されたＲＦ信号を提供する。中帯域および高帯域のための送信回路２４２ｂおよ
び２４２ｃは、低帯域のための送信回路２４２ａと同様の仕方で動作する。
【００２５】
　[0032]図３に示された例示的設計では、単一の周波数合成器２５０ｘが受信機２３０と
送信機２４０の両方のためのＶＣＯ信号を生成する。周波数合成器２５０ｘ内で、ＶＣＯ
３６０は低帯域または中帯域のいずれかのための第１のＶＣＯ信号を生成し、バッファ３
６２は第１のＶＣＯ信号をバッファする。ＶＣＯ３７０は高帯域のための第２のＶＣＯを
生成し、バッファ３７２は第２のＶＣＯ信号をバッファする。ＰＬＬ３５０はバッファ３
６２からバッファされた第１のＶＣＯ信号、バッファ３７２からバッファされた第２のＶ
ＣＯ信号、および基準周波数で基準信号（Ｒｅｆ）を受信する。ＰＬＬ３５０は、第１の
ＶＣＯ信号が低または中帯域の対象のＶＣＯ周波数となるように、ＶＣＯ３６０のための
第１の制御信号を生成する。ＰＬＬ３５０はさらに、第２のＶＣＯ信号が高帯域のターゲ
ットＶＣＯ周波数となるように、ＶＣＯ３７０のための第２の制御信号を生成する。ＰＬ
Ｌ３５０によって生成される制御信号は同時に発生しない場合がある。言い換えれば、タ
ーゲット周波数が低／中帯域の場合、第１の制御信号のみが生成される場合がある。ター
ゲット周波数が高帯域の場合、第２の制御信号のみが生成される場合がある。バッファ３
６４は低帯域と中帯域のための第１のＶＣＯ信号をバッファしドライブして、第１のＶＣ
Ｏ信号のための配線３６６に沿って配置されうる。バッファ３７４は高帯域のための第２
のＶＣＯ信号をバッファしドライブして、第２のＶＣＯ信号のための配線３７６に沿って
配置されうる。
【００２６】
　[0033]図３は、周波数合成器２５０ｘの例示的設計を示している。周波数合成器は、他
の仕方でも実装されうる。例えば、各帯域に別々のＶＣＯが使用されうる。ＶＣＯ３６０
および３７０はさらに、電流制御発振器（ＩＣＯ）、数値制御発振器（ＮＣＯ）などに置
き換えられうる。
【００２７】
　[0034]図３に示された例示的設計では、単一の周波数合成器２５０ｘが受信機２３０と
送信機２４０の両方のためのＶＣＯ信号を生成するために使用される。低帯域または中帯
域が選択される場合、ＶＣＯ３６０は受信機２３０ａまたは２３０ｂおよび送信機２４０
ａまたは２４０ｂのために第１のＶＣＯ信号を生成する。高帯域が選択される場合、ＶＣ
Ｏ３７０は受信機２３０ｃと送信機２４０ｃのために第２のＶＣＯ信号を生成する。
【００２８】
　[0035]受信機２３０のための回路は、送信機２４０から受信機２３０へのカップリング
を減らすために、送信機２４０のための回路から可能な限り遠くに配置されうる。周波数
合成器２５０ｘは、受信機２３０に近く、送信機２４０からは比較的遠くに配置されうる
。ＶＣＯ３６０および３７０からのＶＣＯ信号は、長い配線３６６および３７６を介して
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送信機２４０に提供されうる。バッファ３６４および３７４は配線３６６および３７６に
沿い一定の間隔で置かれ、ＶＣＯ信号のための信号のドライブ（drive）を提供するため
に使用されうる。
【００２９】
　[0036]受信機２３０と送信機２４０の両方のための単一の周波数合成器２５０ｘの使用
は、種々の欠点を有する場合がある。第１に、ＶＣＯ信号のための配線３６６および３７
６が複雑化され長くなる場合がある。バッファ３６４および３７４は、これらの配線に沿
ってＶＣＯ信号をドライブするために配線３６６および３７６に沿って置かれる場合があ
る。バッファ３６４および３７４は受信機２３０と送信機２４０の両方のためのＶＣＯ信
号の信号忠実度を保持するために大きくなる場合があり、この結果、ダウンコンバーター
３３６とアップコンバーター３４６でのＬＯ信号がかなりの波形を有する場合がある。大
きなバッファ３６４および３７４は大量の電流を消費する場合があり、さらに、広い領域
を占める場合もあり、この両方は望ましいものではない。その上、バッファ３６４および
３７４の電源網は複雑化される場合があり、付随現象も大きくなる場合がある。これは、
ＦＤＤモードの場合でも、受信機２３０と送信機２４０間のカップリングが増大する結果
となる場合がある。
【００３０】
　[0037]第２に、送信機２４０の性能が、受信機２３０と送信機２４０の両方のための単
一の周波数合成器２５０ｘの使用により、劣化する場合がある。送信機２４０のＶＣＯ信
号のための長い配線３６６および３７６が不適切な組み合わせを起こしやすくする場合が
ある。送信機２４０の残留側波帯（ＲＳＢ）が、長い配線３６６および３７６の適合不足
により、不十分なものになる場合がある。周波数合成器２５０ｘの受信機２３０により近
い配置も、周波数合成器２５０ｘが、分周器３３４が有効／無効にされる場合のＶＣＯの
引きのために分周器３３４によってより容易に妨害されるという結果になりうる。この妨
害は、例えば、ＴＤＤモードで、受信用ＬＯ回路が無効にされる場合、アップリンク間隔
の最初で、送信用ＬＯ信号のより大きな位相誤差という結果になりうる。
【００３１】
　[0038]図４は、２つの周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂによりＴＤＤをサポートす
る、送受信装置２２０ｂのブロック図を示す。送受信装置２２０ｂは、図２の送受信装置
２２０の別の例示的設計である。送受信装置２２０ｂは、（ｉ）低帯域のための受信機２
３０ａと送信機２４０ａ、（ｉｉ）中帯域のための受信機２３０ｂと送信機２４０ｂ、（
ｉｉｉ）高帯域のための受信機２３０ｃと送信機２４０ｃを含む。各受信機２３０は、受
信回路２３６に結合されたＬＮＡ２３４を含む。受信回路２３６は、バッファ４３２、周
波数分周器４３４、およびダウンコンバーター４３６を含み、図３のバッファ３３２ａ、
周波数分周器３３４ａ、およびダウンコンバーター３３６ａについて、上述のとおりに動
作することができる。各送信機２４０は、電力増幅器２４４に結合された送信回路２４２
を含む。送信回路２４４は、バッファ４４２、周波数分周器４４４、およびアップコンバ
ーター４４６を含み、図３のバッファ３４２ａ、周波数分周器３４４ａ、およびアップコ
ンバーター３４６ａについて、上述のとおりに動作することができる。
【００３２】
　[0039]図４に示された例示的設計では、周波数合成器２５０ａが受信機２３０のための
受信用ＶＣＯ信号を生成し、周波数合成器２５０ｂが送信機２４０のための送信用ＶＣＯ
信号を生成する。周波数合成器２５０ａは、低帯域または中帯域のための受信用ＶＣＯ信
号を生成するＶＣＯ４６０ａ、高帯域のための受信用ＶＣＯ信号を生成するＶＣＯ４７０
ａ、ＶＣＯ４６０ａおよび４７０ａのための制御信号を生成するＰＬＬ４５０ａ、ならび
にバッファ４６２ａおよび４７２ａを含み、図３のＶＣＯ３６０および３７０、ＰＬＬ３
５０、ならびにバッファ３６２および３７２について、上述と同じ仕方で動作することが
できる。周波数合成器２５０ｂは、低帯域または中帯域のための送信用ＶＣＯ信号を生成
するＶＣＯ４６０ｂ、高帯域のための送信用ＶＣＯ信号を生成するＶＣＯ４７０ｂ、ＶＣ
Ｏ４６０ｂおよび４７０ｂのための制御信号を生成するＰＬＬ４５０ｂ、ならびにバッフ
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ァ４６２ｂおよび４７２ｂを含み、図３のＶＣＯ３６０および３７０、ＰＬＬ３５０、な
らびにバッファ３６２および３７２について、上述と同じ仕方で動作することができる。
【００３３】
　[0040]バッファ４６４ａは、ＶＣＯ４６０ａからの低帯域または中帯域のための第１の
受信用ＶＣＯ信号をバッファしドライブする。バッファ４７４ａは、ＶＣＯ４７０ａから
の高帯域のための第２の受信用ＶＣＯ信号をバッファしドライブする。バッファ４６４ｂ
は、ＶＣＯ４６０ｂからの低帯域または中帯域のための第１の送信用ＶＣＯ信号をバッフ
ァしドライブする。バッファ４７４ｂは、ＶＣＯ４７０ｂからの高帯域のための第２の送
信用をバッファしドライブする。
【００３４】
　[0041]図４は、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂの例示的設計を示している。周波
数合成器は、上述のとおり、他の仕方で実装されることもできる。
【００３５】
　[0042]周波数合成器２５０ａ内で、ＶＣＯ４６０ａまたは４７０ａのいずれかはいつで
も有効にされうる。低帯域または中帯域で動作している場合、ＰＬＬ４５０ａは、第１の
受信用ＶＣＯ信号が低帯域または中帯域でターゲットＶＣＯ周波数になるように、ＶＣＯ
４６０ａのための制御信号を生成することができる。高帯域で動作している場合、ＰＬＬ
４５０ａは、第２の受信用ＶＣＯ信号が高帯域でターゲットＶＣＯ周波数になるように、
ＶＣＯ４７０ａのための制御信号を生成することができる。各分周器４３４は受信用ＶＣ
Ｏ信号の周波数をＮ分周することができ、これは任意の適切な値とすることができる。Ｎ
の値は、各受信回路２３６に対して異なるものとすることができる。例えば、分周器４３
４ａはＮ１分周されうるもので、分周器４３４ｂはＮ２分周されうるもので、分周器４３
４ｃはＮ３分周されうる。受信用ＶＣＯ信号の周波数は次のように表しうる。
【００３６】
　ｆＲＸ＝Ｎ＊ｆＬＯ

ここで、ｆＲＸは受信用ＶＣＯ信号の周波数で、ｆＬＯはＬＯ周波数、例えば、受信され
たＲＦ信号の中心周波数である。
【００３７】
　[0043]周波数合成器２５０ｂ内で、ＶＣＯ４６０ｂまたは４７０ｂのいずれかはいつで
も有効にされることが可能である。低帯域または中帯域で動作している場合、ＰＬＬ４５
０ｂは、第１の送信用ＶＣＯ信号が低帯域または中帯域でターゲットＶＣＯ周波数になる
ように、ＶＣＯ４６０ｂのための制御信号を生成することができる。高帯域で動作してい
る場合、ＰＬＬ４５０ｂは、第２の送信用ＶＣＯ信号が高帯域でターゲットＶＣＯ周波数
になるように、ＶＣＯ４７０ｂのための制御信号を生成することができる。各分周器４３
４は送信用ＶＣＯ信号の周波数をＭ分周することができ、これは任意の適切な値とするこ
とができる。送信用ＶＣＯ信号の周波数は次のように表しうる。
【００３８】
　ｆＴＸ＝Ｍ＊ｆＬＯ

ここで、ｆＴＸは送信用ＶＣＯ信号の周波数である。
【００３９】
　[0044]式（１）および（２）に示されているように、同じＬＯ周波数ｆＬＯのＬＯ信号
が、ＴＤＤモードの受信機２３０と送信機２４０に提供されうる。しかし、式（１）の受
信機２３０に対する分周器比Ｎは、式（２）の送信機２４０に対する分周器比Ｍに等しい
場合もあれば、等しくない場合もある。受信機２３０と送信機２４０のための別々の周波
数合成器２５０ａおよび２５０ｂの使用によって、受信機２３０と送信機２４０に対して
同じまたは異なる周波数分周器比ＮおよびＭを使用するための柔軟性が可能になる。以下
で記述されるように、受信機２３０と送信機２４０に対して異なる周波数分周器比を使用
することによって、特定の利点が得られうる。
【００４０】
　[0045]受信機２３０のための回路は、送信機２４０から受信機２３０へのカップリング
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を減らすために、送信機２４０のための回路から可能な限り遠くに配置されうる。周波数
合成器２５０ａは受信機２３０の近くに配置されうるもので、周波数合成器２５０ｂは送
信機２４０の近くに配置されうる。ＶＣＯ４６０ａおよび４７０ａからの受信用ＶＣＯ信
号は、比較的短い配線４６６ａおよび４７６ａを介して受信機２３０に提供されうる。同
様に、ＶＣＯ３６０ｂおよび３７０ｂからの送信用ＶＣＯ信号は、比較的短い配線４６６
ｂおよび４７６ｂを介して送信機２４０に提供されうる。
【００４１】
　[0046]無線装置１１０はＴＤＤおよびＦＤＤモードの両方をサポートすることができる
。無線装置１１０には、ＦＤＤモードで受信機２３０と送信機２４０のために異なるＬＯ
周波数で受信および送信用ＬＯ信号を生成するための周波数合成器２５０ａおよび２５０
ｂを含めることができる。周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは再使用されうるもので
、ＴＤＤモードで両方ともが有効にされうるもので、回路および領域の不利益がないとい
う結果になる。
【００４２】
　[0047]図５は、図４の周波数合成器２５０ａの例示的設計のブロック図を示す。簡単に
するために、図にはＶＣＯ４６０ａとバッファ４６２ａのみが示されており、ＶＣＯ４７
０ａとバッファ４７２ａは簡単にするために省かれている。ＰＬＬ４５０ａ内で、位相周
波数検出器５１０はｆＲＥＦの正確な周波数およびマルチ‐モジュラス分周器（multi‐m
odulus divider）５１６からのフィードバック信号を有する基準信号を受信する。検出器
５１０は基準信号の位相に対してフィードバック信号の位相を比較し、２つの入力信号間
で位相の相違／誤差を示す誤差信号を提供する。電荷ポンプ５１２は誤差信号を受信して
、誤差信号に比例する電流（または電荷）を生成する。ループ・フィルター５１４は電流
信号をフィルター処理して、制御信号を提供する。ＶＣＯ４６０ａは制御信号を受信し、
制御信号によって決定される、ｆＲＸの周波数を有するＶＣＯ信号を生成する。バッファ
４６２ａはＶＣＯ信号をバッファして、バッファされたＶＣＯ信号を提供する。分周器５
１６はＬの分周器比による周波数でバッファされたＶＣＯ信号を分周し、位相周波数検出
器５１０にフィードバック信号を提供する。
【００４３】
　[0048]分周器比Ｌは非整数値とすることができ、整数部分Ｑと小数部分Ｆに分解されう
るもので、ここで、Ｌ＝Ｑ＋Ｆ、Ｑ≧１および１＞Ｆ＞０である。デルタシグマ変調器５
２０は小数部分Ｆを受信して、１（「１」）とゼロ（「０」）のビット列を生成し、ここ
での１の割合は小数部分Ｆに依存している。しかし、量子化ノイズの大部分が高周波で出
現するように定められ、およびループ・フィルター５１４によってより容易にフィルター
処理されうるように、１とゼロはビット列に分散される。加算器５２２は、デルタシグマ
変調器５２０からのビット列と整数部分Ｑを加算し、分周器５１６に瞬間の(instantaneo
us)分周器比を提供する。瞬間の分周器比は、ＱまたはＱ＋１に等しく、デルタシグマ変
調器５２０によってゼロまたは１のいずれかが提供されるかに依存している。
【００４４】
　[0049]周波数合成器２５０ａは小数Ｌの周波数合成器として動作されうる。小数分周器
比Ｌは基準周波数のレートでＱおよびＱ＋１の整数値間の瞬間の分周器比の変更／ディザ
リングによって得られうるもので、ここで、ＱはＬ未満の最大整数値である。瞬間の分周
器比は基準信号のサイクルごとに一度、変更することができる。瞬間の分周器比の平均は
小数分周器比Ｌに等しい。整数分周器比ＱおよびＱ＋１の列で小数分周比を近似する結果
の量子化ノイズは、周波数合成器２５０ａの閉ループ帯域幅の外側の高周波数に集めるた
めにデルタシグマ変調器５２０により成形されうる。次いで、量子化ノイズは周波数合成
器２５０ａのロー・パス応答によってフィルター処理されうる。
【００４５】
　[0050]周波数合成器２５０ａはさらに、整数Ｌの周波数合成器として動作されうる。こ
の場合、デルタシグマ変調器５２０は除去されうる。分周器５１６は固定された整数分周
器比による周波数でバッファされたＶＣＯを分周することができ、ＶＣＯ周波数は基準周
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波数の整数倍、すなわちｆＶＣＯ＝Ｌ＊ｆＲＥＦとすることができる。
【００４６】
　[0051]周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは、ＴＤＤモードで受信機２３０と送信機
２４０のためのＶＣＯ信号を生成することができる。ＴＤＤモードでは、ダウンリンクの
受信機２３０のためのＬＯ周波数は、式（１）および（２）に示されているように、所定
のフレームにおけるアップリンクの送信機２４０のためのＬＯ周波数と同じである。
【００４７】
　[0052]一例示的設計では、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは同じＶＣＯ周波数で
ＶＣＯ信号を生成することができ、この結果、式（１）および（２）ではｆＲＸ＝ｆＴＸ

およびＮ＝Ｍである。この設計は、送受信装置が優れた送受信隔離を有する場合に、使用
されうる。
【００４８】
　[0053]別の例示的設計では、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは異なるＶＣＯ周波
数でＶＣＯ信号を生成することができ、この結果、式（１）および（２）ではｆＲＸ≠ｆ

ＴＸおよびＮ≠Ｍである。この設計は、送受信装置がＶＣＯの引きを軽減するために不十
分な送受信隔離を有する場合、使用されうるもので、これは、送信および受信用ＶＣＯ（
例えば、ＶＣＯ３６０およびＶＣＯ３７０）が同じまたは似た周波数で発振する場合に、
重大なものになる場合がある。受信機２３０は残留側波帯でより厳しい要件を有する場合
があるので、受信機２３０のための分周器４３４には整数分周器比が使用されうるもので
、送信機２４０のための分周器４４４には非整数分周器比が使用されうる。例えば、２の
分周比を使う分周器はより単純なので、より優れた残留側波帯性能という結果になりうる
。例として、受信機２３０には２の分周器比（Ｎ＝２）が使用されうるもので、送信機２
４０には１．５の分周器比（Ｎ＝１．５）が使用されうる。この場合、受信用ＶＣＯ信号
はｆＲＸ＝２＊ｆＬＯの周波数を有し、送信用ＶＣＯ信号はｆＴＸ＝１．５＊ｆＬＯの周
波数を有するはずである。送信用ＶＣＯ信号のために１．５（および他の整数または非整
数分周器比）の分周器比を使用することによって、多数の帯域のためのＶＣＯ信号が、広
い同調範囲を網羅するための注意深い周波数計画により１ＶＣＯで生成されうる。整数ま
たは非整数分周器比は、図５のＰＬＬ４５０ａによりサポートされうる。
【００４９】
　[0054]複式周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは、ＴＤＤを利用する種々の無線シス
テムとの通信のために受信機２３０と送信機２４０で使用されうる。例えば、複式周波数
合成器２５０ａおよび２５０ｂは、ＬＴＥ　ＴＤＤシステム、ＴＤ‐ＳＣＤＭＡシステム
などとの通信のために使用されうる。
【００５０】
　[0055]図６Ａは、ＴＤ‐ＳＣＤＭＡのためのフレーム構造６００を示す。送信時間行は
フレームに分割され、各フレームはシステム・フレーム番号（ＳＦＮ）によって識別され
る。各フレームは１０ミリ秒（ｍｓ）の継続時間を有し、２つのサブフレーム１および２
に分割される。各サブフレームは５ｍｓの継続時間を有し、７つの時間スロット０から６
、ダウンリンク・パイロット時間スロット（ＤｗＰＴＳ）、アップリンク・パイロット時
間スロット（ＵｐＰＴＳ）、および保護期間（ＧＰ）に分割される。ＤｗＰＴＳ、保護期
間、およびＵｐＰＴＳは、時間スロット０の後に配置される。時間スロット０はダウンリ
ンクのために使用され、時間スロット１はアップリンクのために使用され、時間スロット
２から６はスイッチ点によって決定されるとおり、ダウンリンクおよび／またはアップリ
ンクのために使用されうる。図６Ａに示されている例では、時間スロット２から６はダウ
ンリンクのために使用される。各時間スロットは６７５マイクロ秒（μｓ）の継続時間を
有し、８６４チップを網羅する。ＤｗＰＴＳは７５μｓの継続時間を有し、９６チップを
網羅する。ＵｐＰＴＳは１２５μｓの継続時間を有し、１６０チップを網羅する。ＤｗＰ
ＴＳとＵｐＰＴＳ間の保護期間は７５μｓの継続時間を有し、９６チップを網羅する。
【００５１】
　[0056]各時間スロットは、第１のデータ部分、ミッドアンブル、第２のデータ部分、お
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よび保護期間を含む。各データ部分は２７５μｓの継続時間を有し、３５２チップを網羅
する。ミッドアンブルは１１２．５μｓの継続時間を有し、１４４チップを網羅する。時
間スロットの終端の保護期間は１２．５μｓの継続時間を有し、１６チップを網羅する。
各時間スロットは、データ送信のために１人または複数のユーザーに割り当てられうる。
【００５２】
　[0057]図６Ｂは、ＬＴＥ　ＴＤＤのためのフレーム構造６５０を示す。送信時間行は無
線フレームのユニットに分割され、各無線ユニットは１０ｍｓの継続時間を有している。
各無線フレームは１０のサブフレームに分割され、０から９の添え字が付いている。ＬＴ
Ｅは、ＴＤＤのいくつかのアップリンク‐ダウンリンク構成をサポートしている。すべて
のアップリンク‐ダウンリンク構成で、サブフレーム０および５はダウンリンク（ＤＬ）
のために使用され、サブフレーム２はアップリンク（ＵＬ）のために使用される。サブフ
レーム３、４、７、８、および９のそれぞれは、アップリンク‐ダウンリンク構成に応じ
て、ダウンリンクまたはアップリンクのために使用されうる。サブフレーム１は、ダウン
リンク制御チャネルやデータ送信のために使用されるダウンリンク・パイロット時間スロ
ット（ＤｗＰＴＳ）、無送信の保護期間（ＧＰ）、およびランダム・アクセス・チャネル
（ＲＡＣＨ）またはサウンディング参照信号（ＳＲＳ）のいずれかのために使用されるア
ップリンク・パイロット時間スロット（ＵｐＰＴＳ）からなる３つの特別なフィールドを
含んでいる。サブフレーム６は、アップリンク‐ダウンリンク構成に応じて、ＤｗＰＴＳ
のみ、または３つのすべての特別フィールド、またはダウンリンク・サブフレームを含む
ことができる。ＤｗＰＴＳ、保護期間、およびＵｐＰＴＳは、異なるサブフレーム構成に
対して異なる継続時間を有することができる。ＤｗＰＴＳは２１４と８５７μｓの間の継
続時間を有することができる。ＵｐＰＴＳは７１と１４２μｓの間の継続時間を有するこ
とができる。保護期間は７１と７１４μｓの間の継続時間を有することができる。
【００５３】
　[0058]図６Ａおよび図６Ｂで示されているように、ＬＴＥ　ＴＤＤシステムおよびＴＤ
‐ＳＣＤＭＡシステムはダウンリンクの時間スロットとアップリンクの時間スロット間で
高速スイッチングを有している。図６Ａの例では、ＴＤ‐ＳＣＤＭＡシステムのサブフレ
ーム内で、ダウンリンクからアップリンクへの移行は７５μｓ内の保護期間で起こり、ア
ップリンクからダウンリンクへの移行は時間スロットの最後の１２．５μｓ内の保護期間
で起こる。
【００５４】
　[0059]図６Ａおよび図６Ｂで示されているように、受信機は一部の時間間隔でのみアク
ティブにすることができ、送信機はＴＤＤを利用する無線システムと通信するための他の
一部の時間期間でアクティブにすることができる。電池残量を温存し、性能をできるだけ
向上させるために、周波数合成器２５０ａは、受信機がアクティブな場合に有効にされう
るもので、他の時には無効にされうる。同様に、周波数合成器２５０ｂは、送信機がアク
ティブな場合に有効にされうるもので、他の時には無効にされうる。周波数合成器２５０
ａおよび２５０ｂは、パワーオン・シーケンスに基づいて有効および無効にされうる。
【００５５】
　[0060]図７Ａから図７Ｄは、ＴＤ‐ＳＣＤＭＡシステムと通信するための周波数合成器
２５０ａおよび２５０ｂの例示的なパワーオン・シーケンスを示している。図７Ａから図
７Ｄに示されている例では、無線装置１１０はダウンリンクのためには時間スロット０、
２、および３が割り当てられており、アップリンクのためには時間スロット１が割り当て
られている。１つの帯域のために１つの受信機２３０と１つの送信機２４０がＴＤ‐ＳＣ
ＤＭＡシステムと通信するために選択される。図７Ａに示されているように、選択された
受信機２３０は、（ｉ）時間スロット０とＤｗＰＴＳの間は有効にされ、（ｉｉ）保護期
間、ＵｐＰＴＳ、および時間スロット１の間は無効にされ、（ｉｉｉ）時間スロット２お
よび３の間は有効にされ、（ｉｖ）時間スロット４から６の間は無効にされる。選択され
た送信機２４０は、（ｉ）時間スロット０、ＤｗＰＴＳ、および保護期間の間は無効にさ
れ、（ｉｉ）ＵｐＰＴＳ、および時間スロット１の間は有効にされ、（ｉｉｉ）時間スロ
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ット２から６の間は無効にされる。
【００５６】
　[0061]図７Ａは、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂのための例示的なパワーオン・
シーケンス７１０を示しており、電源消費を減らすために設計されている。パワーオン・
シーケンス７１０では、受信機２３０が有効にされる少し前に、周波数合成器２５０ａは
有効にされ、受信機２３０が無効にされる時に無効にされる。同様に、送信機２４０が有
効にされる少し前に、周波数合成器２５０ｂは有効にされ、送信機２４０が無効にされる
時に無効にされる。周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは、ＶＣＯ信号が受信機２３０
と送信機２４０により必要とされる時の前に、ターゲットＶＣＯ周波数をウォームアップ
して同期するため、十分早く有効にされる。周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは、電
源消費を減らす必要がない時には、無効され電源はオフにされうる。
【００５７】
　[0062]図７Ｂは、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂのための例示的なパワーオン・
シーケンス７２０を示しており、受信機２３０への妨害を減らすために設計されている。
高い変調順がダウンリンクのデータ送信のためにサポートされうる。受信機２３０は、例
えば、６４直交振幅変調（ＱＡＭ）などの高い変調順の変調シンボルを備えるダウンリン
ク信号の復調時に、優れた性能を達成するため、受信用ＶＣＯ信号における小さな位相誤
差（例えば、５度未満）という結果になる妨害のみを許容することができる場合がある。
周波数合成器２５０ａの受信用ＶＣＯ信号の位相は、周波数合成器２５０ｂが電源が投入
される場合はいつでも突然変更することができる。したがって、周波数合成器２５０ｂは
、受信機２３０が有効にされる時間間隔ではない、十分に早く電源が投入されうる。図７
Ｂに示される例では、周波数合成器２５０ｂは、時間スロット０の前、例えば、周波数合
成器２５０ａが有効にされるのと同時に、有効にされる。したがって、周波数合成器２５
０ｂは、時間スロット０およびＤｗＰＴＳの間に周波数合成器２５０ａの受信用ＶＣＯ信
号の位相を妨害することはない。周波数合成器２５０ｂは時間スロット１の後に無効にさ
れ、これは、アップリンクのための無線装置１１０に割り当てられた最後の時間スロット
である。同様に、周波数合成器２５０ａは、送信機２４０が有効にされる期間の間ではな
い、十分に早く電源が投入されうる。
【００５８】
　[0063]一部のパワーオン・シーケンス構成（図示せず）では、送信または受信機周波数
合成器２５０ａおよび２５０ｂは、時間スロットのミッドアンブル内で有効にされうる。
例えば、送信または受信機周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは、データ・スロットの
任意の部分内で有効にされうる。ミッドアンブルは、例えば、６４ＱＡＭなど、データ・
スロットの他の部分で使用される変調より厳しさが少ない変調（例えば、変調の速度がよ
り低い）、例えば、四位相偏移変調（ＱＰＳＫ）を使用することができる。ミッドアンブ
ル間の送信周波数合成器２５０ａおよび受信機周波数合成器２５０ｂの有効化は、妨害が
より少なく、したがって、性能の劣化がより少なくなる場合がある。例えば、ＱＰＳＫで
は、受信機２３０または送信機２４０は、周波数合成器２５０ｂの電源投入によってより
大きな妨害を許容することができる。例えば、ダウンリンクおよび／またはアップリンク
では、６４ＱＡＭが使用されうる。送信周波数合成器２５０ｂはさらに、誘導された妨害
を最小限にするためにダウンリンクのミッドアンブル間に有効にされうる。
【００５９】
　[0064]図７Ｃは、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂのための例示的なパワーオン・
シーケンス７３０を示しており、ＶＣＯの引きを減らすために設計されている。周波数合
成器２５０ａおよび２５０ｂ間の隔離および信号パスは、送信機２２０の全領域、レイア
ウト、およびフロアプランなどの種々の要因に依存しうる。送受信装置２２０が不十分な
受信‐送信分離を有する場合がある。この場合、ＶＣＯの引きが発生し、１つの周波数合
成器に電源を投入することは、他の周波数合成器の周波数／位相を乱す場合がある。不十
分な受信‐送信分離によるＶＣＯの引きを減らすために、周波数合成器２５０ａおよび２
５０ｂは共に有効にされうる。図７Ｃに示されている例では、周波数合成器２５０ａおよ
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び２５０ｂは両方とも、時間スロット０の前に有効にされ、時間スロット３の終わりに無
効にされる。受信機２３０は、時間スロット０、ＤｗＰＴＳ、時間スロット２および３の
間のみ有効にされる。送信機２４０は、ＵｐＰＴＳおよび時間スロット１の間のみ有効に
される。周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂは、関連された受信機２３０および送信機
２４０より長く有効にされ、より高い電力消費という結果になる場合がある。しかし、Ｖ
ＣＯ信号のための長い配線および大きなバッファは、複式周波数合成器２５０ａおよび２
５０ｂを使用することによって回避されうるもので、受信機２３０と送信機２４０の両方
に対して、より低い電力消費およびより優れた性能（例えば、より優れた残留側波帯）と
いう結果になる場合がある。
【００６０】
　[0065]図７Ｄは、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂのための例示的なパワーオン・
シーケンス７４０を示しており、位相ノイズの劣化を軽減するために設計されている。送
受信装置２２０内の受信‐送信隔離が不十分な場合、周波数合成器２５０ａの受信用ＶＣ
Ｏおよび周波数合成器２５０ｂの送信用ＶＣＯ間のカップリングが互いの位相ノイズを悪
化させうる。その上、受信用ＶＣＯと送信用ＶＣＯの周波数が互いに近すぎる場合、注入
同期（injection lock）が発生する場合がある。注入同期はもう一方のＶＣＯ（例えば、
送信用ＶＣＯ）の位相ノイズを圧倒する一方のＶＣＯ位相ノイズ（例えば、受信用ＶＣＯ
）の原因となる場合があり、悪化する結果になる。言い換えれば、注入同期は、一方のＶ
ＣＯの位相ノイズがもう一方のＶＣＯの位相ノイズを圧倒するので、問題である。
【００６１】
　[0066]位相ノイズの悪化を軽減する１つの設計において、受信用ＶＣＯと送信用ＶＣＯ
は、上述のように、異なる周波数で動作しうる。そして、必要なＬＯ周波数で受信および
送信用ＬＯ信号を得るために、異なる分周器比が受信および送信用ＶＣＯ信号に対して使
用されうる。例えば、Ｎ＝２の分周器比が周波数合成器２５０ａからの受信用ＶＣＯ信号
に対して使用されうるもので、Ｍ＝１．５の分周器比が周波数合成器２５０ｂからの送信
用ＶＣＯ信号に対して使用されうる。
【００６２】
　[0067]位相ノイズの悪化を軽減する別の設計では、受信用ＶＣＯ周波数は、（ｉ）いか
なる時も受信用ＶＣＯと送信用ＶＣＯが同じ周波数で動作せず、（ｉｉ）いかなる時も受
信用ＶＣＯあるいは送信用ＶＣＯのみがターゲットＶＣＯ周波数で動作する、ように、送
信用ＶＣＯ周波数からわずかにずらされうる。図７Ｄに示されている例では、周波数合成
器２５０ａおよび２５０ｂは両方とも、時間スロット０の前に有効にされ、両方とも時間
スロット３の終わりに無効にされる。周波数合成器２５０ａ内の受信用ＶＣＯは、受信機
２３０が有効にされる場合、時間スロット０、ＤｗＰＴＳ、時間スロット２および３の間
、Ｎ＊ｆＬＯのターゲットＶＣＯ周波数で動作する。受信用ＶＣＯは、受信機２３０が無
効にされる場合、保護期間、ＵｐＰＴＳ、および時間スロット１の間、Ｎ＊（ｆＬＯ＋Δ
ｆ）のずらされたＶＣＯ周波数で動作する。周波数合成器２５０ｂ内の送信用ＶＣＯは、
送信機２４０が有効にされる場合、ＵｐＰＴＳおよび時間スロット１の間、Ｍ＊ｆＬＯの
ターゲットＶＣＯ周波数で動作する。送信用ＶＣＯは、送信機２４０が無効にされる場合
、時間スロット０、ＤｗＰＴＳ、時間スロット２および３の間、Ｍ＊（ｆＬＯ＋Δｆ）の
ずらされたＶＣＯ周波数で動作する。受信用ＶＣＯと送信用ＶＣＯは同時（例えば、図７
Ｄに示されているとおり）または異なる時（図７Ｄに図示せず）に周波数を切り換えるこ
とができる。
【００６３】
　[0068]受信および送信用ＶＣＯ周波数は、各種やり方でずらされうる。例示的一例では
、ＶＣＯ周波数は、ＰＬＬをリセットすることなく、少量だけＰＬＬ（すなわち、合成器
周波数語）の周波数分周器比を動的に調整することによってずらされうる。例えば、図５
の少数部分Ｆは、ＶＣＯ周波数でわずかな変更を得るために、小さな値に設定されうる。
実行している周波数合成器の限られた周波数ダイナミック・レンジのために、ＶＣＯ周波
数のわずかなずれのみが、達成しうる。ＶＣＯ周波数の整定時間は、ＶＣＯ周波数のわず
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かな変更の結果、比較的短くすることができる。別の例示的設計では、ＶＣＯ周波数は、
周波数合成器のハード・リセットを介してずらされうる。ハード・リセットは、ＰＬＬの
電源を一時的にオフにすることによって達成されうる。ハード・リセットは、ＰＬＬを初
期状態（すなわち、ＰＬＬが最初を同期する前の最初に電源を投入した時の状態）にリセ
ットする。一部の例示的設計では、ＶＣＯ周波数は、周波数合成器のソフト・リセットを
介してずらされうる。ソフト・リセットでは、分周比がその場で変更され、ＰＬＬは周波
数の変更に適応するが、電源の切断は必要ない。ＶＣＯ周波数の大きなずれは、ＶＣＯ周
波数のためのより長い整定時間を伴う場合でも、達成可能なことがある。
【００６４】
　[0069]図７Ａから図７Ｄは、ＴＤＤモードの受信機と送信機のための２つの周波数合成
器の４つの例示的パワーオン・シーケンスを示している。２つの周波数合成器はさらに他
の仕方で、有効および無効にされうる。例えば、一方の周波数合成器（例えば、周波数合
成器２５０ａ）はいつでも有効にされうるもので、もう一方の周波数合成器は必要に応じ
て、有効または無効にされうる。
【００６５】
　[0070]ＴＤＤモードの受信機２３０と送信機２４０に対して別々の周波数合成器２５０
ａおよび２５０ｂを使用すると、種々の利点を提供することができる。第１に、より少な
いおよび／またはより小さいバッファ４６４および４７４がより少ない負荷のより短い距
離を介してＶＣＯ信号をドライブするために使用されうる。より少ないおよび／またはよ
り小さいバッファ４６４および４７４は回路領域を節約し、電源消費を削減することがで
きる。ＶＣＯ信号のための配線４６６および４７６は、より短く、より複雑化されず、よ
りカップリングされにくいものとすることができる。
【００６６】
　[0071]第２に、ＶＣＯ信号のためのより短い配線４６６および４７６により、受信機２
３０と送信機２４０に対して、より優れた性能（例えば、より優れた残留側波帯）が達成
されうる。受信機２３０と送信機２４０に対する位相妨害のより優れた抑制は、以下に記
述されるとおり、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂの適切なＬＯ周波数計画およびパ
ワーオン・シーケンスで達成されうる。より優れた受信‐送信隔離はさらに、図４に示さ
れているように、送受信装置の受信部分と送信部分間にスイッチまたはバッファが接続さ
れていないので、ＴＤＤおよびＦＤＤモードの両方でも達成されうる。より優れた受信‐
送信隔離はさらに、周波数合成器２５０ａおよび２５０ｂに対して、より少ない妨害、Ｖ
ＣＯの引き、およびより高速なスイッチング時間という結果にもなりうる。
【００６７】
　[0072]他の利点はさらに、ＴＤＤモードの受信機２３０と送信機２４０のための２つの
周波数合成器を使用することによっても得られる。例えば、ＬＯ周波数はＴＤＤモードの
所定のフレームの受信機２３０と送信機２４０の両方で同じなので、ＶＣＯ周波数を再同
期するための時間は必要ない。この結果が起き得るのは、例えば、受信機２３０と送信機
２４０の周波数合成器が両方とも、同じフレームのアップリンクおよびダウンリンク内で
有効にされるからである。受信機２３０と送信機２４０に対して、異なる分周器比が使用
される場合には、より小さいＶＣＯ同調範囲が可能な場合がある。
【００６８】
　[0073]例示的設計では、装置（例えば、無線装置、ＩＣ、回路モジュールなど）は、第
１および第２周波数合成器を備えることができる。第１の周波数合成器（例えば、図４の
周波数合成器２５０ａ）は、第１の発振器信号（例えば、受信用ＶＣＯ信号）を生成でき
、受信機のためのＬＯ周波数で第１のＬＯ信号（例えば、受信用ＬＯ信号）を生成するた
めに使用されうる。第２の周波数合成器（例えば、周波数合成器２５０ｂ）は、第２の発
振器信号（例えば、送信用ＶＣＯ信号）を生成でき、送信機のための同じＬＯ周波数で第
２のＬＯ信号（例えば、送信用ＬＯ信号）を生成するために使用されうる。
【００６９】
　[0074]第１および第２の周波数合成器は、装置がＴＤＤモードで動作する場合、同じＬ
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Ｏ周波数で第１および第２のＬＯ信号を得るために第１および第２の発振器信号を生成す
る。ＴＤＤモードでは、受信機は第１の時間間隔の間、有効にされうるもので、送信機は
第２の時間間隔の間、有効にされうる。装置はさらに、ＦＤＤモードでも動作することが
できる。この場合、第１および第２の周波数合成器は、異なるＬＯ周波数で第１および第
２のＬＯ信号を得るために第１および第２の発振器信号を生成する。
【００７０】
　[0075]一設計では、第１および第２の周波数合成器は、同じ発振器／ＶＣＯ周波数で第
１および第２の発振器信号を生成することができる。この設計では、第１および第２の発
振器信号は、同じＬＯ周波数で第１および第２のＬＯ信号を得るために、同じ分周器比に
よる周波数で分周されうる。別の設計では、第１および第２の周波数合成器は、異なる発
振器／ＶＣＯ周波数で第１および第２の発振器信号を生成することができる。第１の発振
器信号は第１の発振器周波数とすることができ、これはＬＯ周波数の整数倍である。第２
の発振器信号は第２の発振器周波数とすることができ、これは、第１の発振器周波数とは
異なるものとすることができ、ＬＯ周波数の比整数倍とすることができる。
【００７１】
　[0076]第１および第２の周波数合成器は、種々のやり方で有効および無効にすることが
できる。図７Ａに示されている一設計では、第１の周波数合成器は、受信機が有効にされ
る前に、有効にされうるもので、受信機が無効にされる時または後に、無効にされうる。
第２の周波数合成器は、送信機が有効にされる前に、有効にされうるもので、送信機が無
効にされる時または後に、無効にされうる。図７Ｂに示されている別の設計では、第１お
よび第２の周波数合成器は、受信機が有効にされる前に、有効にされうる。第１の周波数
合成器は、受信機が無効にされた時または後に、無効にされうる。第２の周波数合成器は
、送信機が無効にされた時または後に、無効にされうる。図７Ｃに示されているさらに別
の設計では、第１および第２の周波数合成器は、受信機が有効にされる前に、有効にされ
うるもので、受信機が無効にされる時または後に、無効にされうる。第１および第２の周
波数合成器はさらに、他のやり方でも有効および無効にされうる。
【００７２】
　[0077]一設計では、第１の周波数合成器は、受信機が有効にされる場合、ターゲット発
信器周波数（例えば、Ｎ＊ｆＬＯ）で第１の発振器信号を、および送信機が有効にされる
場合、ターゲット発信器周波数からのずれたもの（例えば、Ｎ＊（ｆＬＯ＋Δｆ））を生
成することができる。第１の周波数合成器はＰＬＬを備えることができ、ターゲット発信
器周波数からずれたものは、ＰＬＬ内の周波数分周器比を変更することによって得られう
る。一設計では、第２の周波数合成器は、送信機が有効にされる場合、ターゲット発信器
周波数（例えば、Ｍ＊ｆＬＯ）で第２の発振器信号を、および受信機が有効にされる場合
、ターゲット発信器周波数からのずれたもの（例えば、Ｍ＊（ｆＬＯ＋Δｆ））を生成す
ることができる。
【００７３】
　[0078]図８は、ＬＯ信号を生成するためのプロセス８００の例示的設計を示している。
第１の発振器信号は、第１の周波数合成器で生成されうる８１２。受信機のためのＬＯ周
波数で第１のＬＯ信号が第１の発振器信号に基づいて生成されうる８１４。第２の発振器
信号は、第２の周波数合成器で生成されうる８１６。送信機のためのＬＯ周波数で第２の
ＬＯ信号が第２の発振器信号に基づいて生成されうる８１８。
【００７４】
　[0079]第１の周波数合成器は、第１の発振器周波数で第１の発振器信号を生成すること
ができる。第２の周波数合成器は、第２の発振器周波数で第２の発振器信号を生成するこ
とができる。一設計では、第１の発振器周波数は第２の発振器周波数と同じで、同じ周波
数分周器比が、第１および第２のＬＯ信号を生成するために、第１および第２の発振器信
号のために使用されうる。別の設計では、第１の発振器周波数は第２の発振器周波数と異
なることができる。この設計では、第１の発振器周波数はＬＯ周波数の整数倍（例えば、
２倍）で、第２の発振器周波数はＬＯ周波数の非整数倍（例えば、１．５倍）とすること
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ができる。
【００７５】
　[0080]第１および第２の周波数合成器は、上述のとおり、種々のやり方で有効および無
効にされうる。第１および第２の周波数合成器は、種々のやり方で第１および第２の発振
器信号を生成することができる。一設計では、第１および第２の発振器信号は、常時、タ
ーゲット発信器周波数とすることができる。別の設計では、例えば、図７Ｄに示されると
おり、第１の発振器信号は、受信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数とする
ことができ、送信機が有効にされる場合、ターゲット発振器周波数からずれたものとする
ことができる。例えば、さらに図７Ｄに示されるとおり、第２の発振器信号は、送信機が
有効にされる場合、ターゲット発信器周波数とすることができ、受信機が有効にされる場
合、ターゲット発振器周波数からずれたものとすることができる。
【００７６】
　[0081]当業者ならば、情報および信号は多様な異なるテクノロジーおよび技術のいずれ
かを使用して表現されうることを理解するはずである。例えば、上述全体で参照される場
合のあるデータ、命令、コマンド、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電
流、電磁波、磁場または粉、光場または粉、あるいはこれらのいずれかの組み合わせによ
り表現されうる。
【００７７】
　[0082]当業者はさらに、本明細書の開示に関連して記述された種々の例示的論理ブロッ
ク、モジュール、回路、およびアルゴリズム・ステップは電子機器、コンピュータ・ソフ
トウェア、または両方の組み合わせとして実装されうることを認識するはずである。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に例示するために、各種の例示的コンポーネ
ント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが一般的に、機能の観点で上述され
てきた。このような機能がハードウェアまたはソフトウェアとして実装されるかどうかは
、システム全体に課せられる特定の用途および設計制約に左右される。熟練工は各特定の
用途に対してさまざまなやり方で記述された機能を実装することができるが、このような
実装の決定は本開示の範囲の逸脱もたらすものとして解釈されるべきではない。
【００７８】
　[0083]本明細書の開示に関連して記述された種々の例示的論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用目的プロセッサー、デジタル信号プロセッサー（ＤＳＰ）、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）
または他のプログラム可能な論理デバイス、ディスクリート・ゲートまたはトランジスタ
ー・ゲート、ディスクリート・ハードウェア・コンポーネント、あるいは本明細書に記述
された機能を行うために設計されたこれらの組み合わせを使って実装または実行されうる
。汎用目的プロセッサーはマイクロプロセッサーとすることができるが、代替として、プ
ロセッサーは従来の任意のプロセッサー、コントローラー、マイクロコントローラー、ま
たは状態機械とすることができる。プロセッサーはさらに、例えば、ＤＳＰとマイクロプ
ロセッサーの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサー、ＤＳＰコアと併用する１または
複数のマイクロプロセッサー、またはいずれか他のこのような構成などのコンピューティ
ング・デバイスの組み合わせとして実装されうる。
【００７９】
　[0084]本明細書の開示に関連して記述された方法またはアルゴリズムの各ステップは、
ハードウェア、プロセッサーによって実行されるソフトウェア・モジュール、または２つ
の組み合わせに直接、具現化されうる。ソフトウェア・モジュールは、ランダム・アクセ
ス・メモリー（ＲＡＭ）、フラッシュ・メモリ、読み出し専用メモリー（ＲＯＭ）、消去
可能プログラム可能読み出し専用メモリー（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能書き込み可能
読み出し専用メモリー（ＥＥＰＲＯＭ）、レジスター、ハード・ディスク、リムーバブル
・ディスク、ＣＤ‐ＲＯＭまたは当技術分野で知られている他の何らかの形の記憶媒体に
常駐することができる。例示的な記憶媒体は、プロセッサーが、記憶媒体からの情報の読
み取りおよび情報の書き込みを行うことができるようなプロセッサーと結合されている。
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代替として、記憶媒体はプロセッサーに内蔵することができる。プロセッサーと記憶媒体
はＡＳＩＣに常駐することができる。ＡＳＩＣはユーザー端末に常駐することができる。
代替として、プロセッサーと記憶媒体は、ユーザー端末のディスクリート・コンポーネン
トとして常駐することができる。
【００８０】
　[0085]１または複数の例示的設計では、記述された機能は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実現されうる。ソフトウェアで
実現されるのであれば、これら機能は、コンピュータ読取可能な媒体におけるコードまた
は１または複数の命令群で送信されるか格納されうる。コンピュータ読取可能な媒体は、
１つの場所から別へコンピュータ・プログラムの転送を容易にするいずれかの媒体を含む
、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用目的または特殊目的
コンピュータによりアクセスされうる使用可能ないずれかの媒体とされうる。限定する訳
ではなく、例として、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、ＣＤ‐ＲＯＭ、またはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、
またはその他の磁気記憶デバイス、フラッシュ・メモリ、または、命令群またはデータ構
造の形式でかつ汎用目的または特殊目的コンピュータ、あるいは汎用目的または特殊目的
プロセッサーによってアクセスされうる所望のプログラム・コード手段を搬送し格納する
ために使用されうるその他任意の媒体を備えうる。さらに、いかなる接続も、コンピュー
タ読取可能な媒体として適切に称される。例えば、同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル
、対より線・ペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または、例えば赤外線や無線やマイク
ロ波のような無線技術を用いて、ウェブサイト、サーバ、またはその他の遠隔ソースから
ソフトウェアが送信されるのであれば、同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、対より線
、ＤＳＬ、あるいは、赤外線や無線やマイクロ波のような無線技術が、媒体の定義に含ま
れる。本明細書で使用されるディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディ
スク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、
デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄ
ｉｓｋ）、およびブルー・レイ・ディスク（ｄｉｓｃ）を含む。これらｄｉｓｃは、レー
ザを用いてデータを光学的に再生する。それに対して、ｄｉｓｋは、通常、データを磁気
的に再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含まれ
るべきである。
【００８１】
　[0086]本開示の以前の記述は、当業者が本開示の作成または使用をできるように提供さ
れる。本開示への種々の変更形態は当業者には直ぐに明らかにない、そして、本明細書で
定義された一般原理は本開示の趣旨または範囲を逸脱することなく、他の変形形態に適用
されうる。したがって、本開示は本明細書に記述された例および設計に限定されることを
意図するものではなく、本明細書で開示された原理および新規な特徴と調和した最も広い
範囲に従うことを意図するものである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　無線通信のための装置であって、
　受信機のためのＬＯ周波数で第１の局部発振器（ＬＯ）信号を生成するために使用され
る第１の発振器信号を生成するように構成された第１の周波数合成器と、
　送信機のためのＬＯ周波数で第第２のＬＯ信号を生成するために使用される第２の発振
器信号を生成するように構成された第２の周波数合成器と、
　を備え、
　ここにおいて、前記第１および第２の周波数合成器は、前記装置が時分割モードで動作
している場合、前記同じＬＯ周波数で前記第１および第２のＬＯ信号を得るために前記第
１および第２の発振器信号を生成するように構成された装置。
［Ｃ２］
　前記時分割モードにおいて、前記受信機は第１の時間間隔の間、有効にされ、前記送信



(23) JP 5951808 B2 2016.7.13

10

20

30

40

50

機は第２の時間間隔の間、有効にされる、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記時分割モードは、時分割複信（ＴＤＤ）モードおよび時間分割同期コード分割多元
接続（ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ）モードのいずれかである、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記ＴＤＤモードは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＴＤＤモードであ
る、Ｃ３に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記第１および第２の周波数合成器は、同じ発振器周波数で前記第１および第２の発振
器信号を生成するように構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記第１の周波数合成器は、第１の発振器周波数で前記第１の発振器信号を生成するよ
うに構成され、前記第２の周波数合成器は、前記第１の発振器周波数とは異なる第２の発
振器周波数で前記第２の発振器信号を生成するように構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の整数倍で、前記第２の発振器周波数は前記
ＬＯ周波数の非整数倍である、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の非整数倍で、前記第２の発振器周波数は前
記ＬＯ周波数の整数倍である、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記第１の周波数合成器は、前記受信機が有効にされる前に有効にされ、前記受信機が
無効にされる時または後に無効にされ、前記第２の周波数合成器は、前記送信機が有効に
される前に有効にされ、前記送信機が無効にされる時または後に無効にされる、Ｃ１に記
載の装置。
［Ｃ１０］
　前記第１および第２の周波数合成器は、前記受信機が有効にされる前に有効にされ、前
記第１の周波数合成器は、前記受信機が無効にされる時または後に無効にされ、前記第２
の周波数合成器は、前記送信機が無効にされる時または後に無効にされる、Ｃ１に記載の
装置。
［Ｃ１１］
　前記第１および第２の周波数合成器は、前記送信機が有効にされる前に有効にされる、
Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記第１および第２の周波数合成器の少なくとも１つは、データ・スロットのミッドア
ンブル内で有効にされ、変調のより低い速度が使用される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記第１および第２の周波数合成器は、前記受信機が有効にされる前に、有効にされ、
前記受信機が無効にされる時または後に無効にされる、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記第１および第２の周波数合成器は、前記送信機が有効にされる前に、有効にされ、
前記第１および第２の周波数は、前記送信機が無効にされる時または後に無効にされる、
Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記第１の周波数合成器は、前記受信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数
で前記第１の発振器信号を、および前記送信機が有効にされる場合、前記ターゲット発信
器周波数からずれたものを生成するように構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記第１の周波数合成器は、位相同期ループ（ＰＬＬ）を備え、前記ターゲット発信器
周波数からの前記ずれは前記ＰＬＬ内の周波数分周器比を変更することによって得られる
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、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記第２の周波数合成器は、前記送信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数
で前記第２の発振器信号を、および前記受信機が有効にされる場合、前記ターゲット発信
器周波数からのずれたものを生成するように構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１８］
　局部発振器（ＬＯ）信号を生成するための方法であって、
　第１の周波数合成器により第１の発振器周波数で第１の発振器信号を生成することと、
　前記第１の発振器信号に基づき受信機のためにＬＯ周波数で第１のＬＯ信号を生成する
ことと、
　第２の周波数合成器により第２の発振器周波数で第２の発振器信号を生成し、ここにお
いて、前記第２の発振器信号周波数は、時分割モードで動作している場合に前記第１の発
振器周波数とは異なることと、
　前記第２の発振器信号に基づき送信機のために前記ＬＯ周波数で第２のＬＯ信号を生成
することと、
　を備える方法。
［Ｃ１９］
　前記時分割モードは、時分割複信（ＴＤＤ）モードおよび時間分割同期コード分割多元
接続（ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ）モードのいずれかである、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記ＴＤＤモードは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＴＤＤモードであ
る、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　ＴＤＤモードの第１の時間間隔の間、前記受信機を有効にすることと、
　ＴＤＤモードの第２の時間間隔の間、前記送信機を有効にすることと、
　をさらに備えるＣ１９に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の整数倍で、前記第２の発振器周波数は前記
ＬＯ周波数の非整数倍である、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の非整数倍で、前記第２の発振器周波数は前
記ＬＯ周波数の整数倍である、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記受信機が有効にされる前に前記第１の周波数合成器を有効にすることと、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の周波数合成器を無効にすることと、
　前記送信機が有効にされる前に前記第２の周波数合成器を有効にすることと、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第２の周波数合成器を無効にすることと、
　をさらに備えるＣ１８に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記受信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にすることと
、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の周波数合成器を無効にすることと、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第２の周波数合成器を無効にすることと、
　をさらに備えるＣ１８に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記送信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にすることを
さらに備えるＣ１８に記載の方法。
［Ｃ２７］
　データ・スロットのミッドアンブル内で前記第１および第２の周波数合成器の少なくと
も１つを有効にすることと、
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　変調のより低い速度を使用することと、
　をさらに備えるＣ１８に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記受信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にすることと
、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１および第２の周波数合成器を無効にす
ることと、
　をさらに備えるＣ１８に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記送信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にすることと
、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第１および第２の周波数合成器を無効にす
ることと、
　をさらに備えるＣ１８に記載の方法。
［Ｃ３０］
　前記第１の発振器信号の生成は、
　前記受信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数で前記第１の発振器信号を生
成することと、
　前記送信機が有効にされる場合、前記ターゲット発信器周波数からずれたところで前記
第１の発振器信号を生成することと、
　を備えるＣ１８に記載の方法。
［Ｃ３１］
　無線通信のための装置であって、
　第１の発振器周波数で第１の発振器信号を生成するための手段と、
　前記第１の発振器信号に基づき受信機のためにＬＯ周波数で第１の局部発振器（ＬＯ）
信号を生成するための手段と、
　時分割モードで動作している場合に前記第１の発振器周波数とは異なる第２の発振器周
波数で第２の発振器信号を生成するための手段と、
　前記第２の発振器信号に基づき送信機のために前記ＬＯ周波数で第２のＬＯ信号を生成
するための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ３２］
　前記時分割モードは、時分割複信（ＴＤＤ）モードおよび時間分割同期コード分割多元
接続（ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ）モードのいずれかである、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記ＴＤＤモードは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＴＤＤモードであ
る、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　ＴＤＤモードの第１の時間間隔の間、前記受信機を有効にするための手段と、
　ＴＤＤモードの第２の時間間隔の間、前記送信機を有効にするための手段と、
　をさらに備えるＣ３２に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の整数倍で、前記第２の発振器周波数は前記
ＬＯ周波数の非整数倍である、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記第１の発振器周波数は前記ＬＯ周波数の非整数倍で、前記第２の発振器周波数は前
記ＬＯ周波数の整数倍である、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記受信機が有効にされる前に前記第１の発振器信号を生成するための前記手段を有効
にするための手段と、
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　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の発振器信号を生成するための前記手
段を無効にするための手段と、
　前記送信機が有効にされる前に前記第２の発振器信号を生成するための前記手段を有効
にするための手段と、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第２の発振器信号を生成するための前記手
段を無効にするための手段と、
　をさらに備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記受信機が有効にされる前に前記第１の発振器信号を生成するための前記手段および
前記第２の発振器信号を生成するための前記手段を有効にするための手段と、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の発振器信号を生成するための前記手
段を無効にするための手段と、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第２の発振器信号を生成するための前記手
段を無効にするための手段と、
　をさらに備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記送信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にするための
手段をさらに備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ４０］
　データ・スロットのミッドアンブル内で前記第１および第２の周波数合成器の少なくと
も１つを有効にするための手段と、
　変調のより低い速度を使用するための手段と、
　をさらに備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記受信機が有効にされる前に前記第１の発振器信号を生成するための前記手段および
前記第２の発振器信号を生成するための前記手段を有効にするための手段と、
　前記受信機が無効にされる時または後に前記第１の発振器信号を生成するための前記手
段および前記第２の発振器信号を生成するための前記手段を無効にするための手段と、
　をさらに備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記送信機が有効にされる前に前記第１および第２の周波数合成器を有効にするための
手段と、
　前記送信機が無効にされる時または後に前記第１および第２の周波数を無効にするため
の手段と、
　をさらに備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記第１の発振器信号を生成するための前記手段は、
　前記受信機が有効にされる場合、ターゲット発信器周波数で前記第１の発振器信号を生
成するための手段と、
　前記送信機が有効にされる場合、前記ターゲット発信器周波数からずれたところで前記
第１の発振器信号を生成するための手段と、
　を備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ４４］
　コンピュータ・プログラム製品であって、
　非一時的コンピュータ読取可能な媒体で、
　少なくとも１つのプロセッサーが第１の周波数合成器により第１の発振器周波数で第１
の発振器信号の生成を誘導するためのコードで、前記第１の発振器信号は受信機のための
ＬＯ周波数で第１の局部発振器（ＬＯ）信号を生成するために使用されるコードと、
　少なくとも１つのプロセッサーが第２の周波数合成器により第２の発振器周波数で第２
の発振器信号の生成を誘導するためのコードで、前記第２の発振器信号は送信機のための
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ＬＯ周波数で第２のＬＯ信号を生成するために使用され、ここにおいて、前記第２の発振
器信号周波数は、時分割モードで動作している場合、前記第１の発振器周波数とは異なる
コードと、
　を備える非一時的コンピュータ読取可能な媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品
。
［Ｃ４５］
　前記時分割モードは、時分割複信（ＴＤＤ）モードおよび時間分割同期コード分割多元
接続（ＴＤ‐ＳＣＤＭＡ）モードのいずれかである、Ｃ４４に記載のコンピュータ・プロ
グラム製品。
［Ｃ４６］
　ＴＤＤモードの第１の時間間隔の間、少なくとも１つのプロセッサーに前記受信機を有
効にさせるためのコードと、
　ＴＤＤモードの第２の時間間隔の間、少なくとも１つのプロセッサーに前記送信機を有
効にさせるためのコードと、
　をさらに備えるＣ４５に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４７］
　前記ＴＤＤモードは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＴＤＤモードであ
る、Ｃ４５に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４８］
　前記受信機が有効にされる前に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１の周波数合
成器を有効にさせるためのコードと、
　前記受信機が無効にされる時または後に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１の
周波数合成器を無効にさせるためのコードと、
　前記送信機が有効にされる前に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第２の周波数合
成器を有効にさせるためのコードと、
　前記送信機が無効にされる時または後に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第２の
周波数合成器を無効にさせるためのコードと、
　をさらに備えるＣ４４に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４９］
　前記送信機が有効にされる前に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１および第２
の周波数合成器を有効にさせるためのコードをさらに備えるＣ４４に記載の装置。
［Ｃ５０］
　少なくとも１つのプロセッサーにデータ・スロットのミッドアンブル内で前記第１およ
び第２の周波数合成器の少なくとも１つを有効にさせるためのコードと、
　少なくとも１つのプロセッサーに変調のより低い速度を使用させるためのコードと、
　をさらに備えるＣ４４に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記送信機が有効にされる前に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１および第２
の周波数合成器を有効にさせるためのコードと、
　前記送信機が無効にされる時または後に、少なくとも１つのプロセッサーに前記第１お
よび第２の周波数を無効にさせるためのコードと、
　をさらに備えるＣ４４に記載の装置。
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